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VMWareによるレガシーシステムの統合
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これまでこれまで

集中型処理
HOSTコンピュー

 タで業務処理を

 行う。

分散型処理
部門単位・業務

 単位に分け処理

 を行う。

・止められない(メンテナンスが難しい)
・ネットワークが高価 ・サーバが安価

・ネットワークの高速化
・ネットワークが安価
・個別サーバのメンテナンスが簡単

ＴＣＯの考え方
導入費用(製品価格)でコスト評価
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サーバ分散化における問題サーバ分散化における問題

・業務ごとにサーバ配置
・部門・拠点単位にサーバ配置
・OSやOSのレベルはサーバ単位に異なる

社内LAN

ＴＣＯの考え方
導入後にかかる費用(ランニングコスト)
でコスト評価
・コンピュータシステムの維持・管理
・ユーザの教育
・システムダウン
・セキュリティー
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サーバ統合の形態サーバ統合の形態

TCO増大

管理レベルUP

分散サーバ配置

論理統合・位置統合

集約的物理統合

データベース統合

アプリケーション統合
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論理統合・位置統合

論理統合
(OS・DBMS・ミドルウェアの共通化・標準化コンソールの単一化、ネットワークの状態監視や障害通

 
知、システム情報の収集作業を集中化)

社内LAN

位置統合
(分散しているサーバを1カ所または数カ所に移設し、一括して集中管理する形態)

管理AP 管理AP

管理AP 管理AP

管理AP 管理AP

社内LAN
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物理統合

複数のサーバをラックマウントや論理区画分割機能を利用し1台のサーバ内に仮想的に複

 数台のサーバを構築

VMWare

OS OS OS OS

・ラック等に集約する。

・論理区画に集約する
・論理台数は減らない
※ VMWare,LPAR

 

等

※

 

論理的・物理的にも台数は減らない
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データ・アプリケーションの統合

データベース統合
データベースを統合しデータを配置。または、共通のデータを洗出し整理・正規化

A B C D
B D

A C １

B’ D’A’ C’
or

アプリケーション統合
異なるアプリケーションを1つのサーバにシステムごと統合

A B C D

再構築
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サーバ統合の形態サーバ統合の形態

TCO増大

管理レベルUP

分散サーバ配置

論理統合・位置統合

VMWare化（集約的物理統合）

メリット
VMWearでシステムを統合することで、
・

 

サーバの台数を減らすことにより、
ハードウェア・コストの削減。

・

 

論理統合も兼ねた場合運用管理コ
ストも削減。

デメリット
・

 

システムの独立性が低下するため
、1カ所で発生した障害が複数の業
務に影響を及ぼす可能性あり。
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VMWear化（集約的物理統合）

VMWare

OS OS OS OS

日中稼動の

 
システム

夜間稼動

 
のシステム

個々のシステ

 
ム障害は他シ

 
ステムに影響

 
を与えない

リソースの分

 
割と割当て調

 
整可能

OS OS OS OS

日中稼動の

 
システム

夜間は休ん

 
でる

夜間稼動の

 
システム

日中は休ん

 
でる

処理の負荷に

 
対してリソース

 
の調整は出来

 
ない
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VMWear化（集約的物理統合）

時間 A機 B機 C機 D機

00:00

02:00

04:00

06:00

08:00

10:00

12:00

14:00

16:00

18:00

20:00

22:00

24:00

CPU使用
頻度大

CPU使用
頻度小

CPU使用
頻度小

夜間
処理

夜間
処理

メリット
・

 

システムを統合しサーバの台数
を減らすことにより、ハードウェ
ア・コストの削減。

・

 

タイムスケジュールの違うシス
テムを統合することで、機器の使
用率を向上。

・

 

機器のリソース(CPU・メモリー)
割当を行うことで必要なリソース
を必要なシステムに有効活用。

・

 

個別システムは仮想OSレベルで
分割されている為、アプリケー
ション障害時は他のシステムに影
響を与えない。
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VMWareの構造

VMWare ESX Server

BIOS

BIOS(virtual) BIOS(virtual) BIOS(virtual) BIOS(virtual)

OS(Windows) OS(Linux) OS(Solaris) OS(Windows)

Aprication Aprication Aprication Aprication

CPU MEMORY NIC HARDDISK

仮想環境の

 
I/O Server

CPU等の仮想

 
資源の割当て

WindowsNT4.0
Windows2000
Windows2003

Red Hat Linux
SuSE

 

Linux
Solaris10(x86)
をサポート
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VMWare移行ツール

64ビットのWindows XP/2003、WinNT SP4以降、Windows 2000、Windows XP、

 Windows 2003が稼働するソースの物理マシンからVMWare仮想マシンに変換する

 ツール。

VMWare

 

Converter

VMWare

OS OS OS

物理マシンから
移行が便利

※VMWare導入後システムバックアップツールとしても利用可能
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●

 

ＴＣＯの削減(機器保守・ラックコスト、電気代、管理コスト)
※ランニングコストの削減

●

 

サーバＯＳにパッチをあてる際にアプリケーション稼動確認が簡単

●

 

サーバ機器の性能をＦＵＬＬ活用

VMWareによるシステム統合のまとめ

●

 

サーバ機器のリプレース時に旧ＯＳのシステム延命
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サンプル画像（管理画面）
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サンプル画像（管理画面）
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サンプル画像（管理画面）
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ご清聴ありがとうございました。
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